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②在胎週に比し体重の大きい新生児は予後が良かっ
た。
追加 中島博徳
非常に興味深く拝聴しました。私ども，小人症の中に
いわゆる lowbirth weight dwarfismがかなりありま
すので，この問題に興味をもっております。ぜひ今後も 
follow up (例へば知能など)を続けて載き， またお聴
かせ下さい。 
20. 交換輸血例の遠隔成績
篠本直，牧野忠夫(船橋中央病院)
交換輸血施行後 l年以上経過した症例中，アンケート
および直接診察により調査し得た 36例中，核黄痘後遺
症を示した 4例について，交換輸血前の血清総ピリ Jレピ
ン量，間接ピリ Jレピン量，交換輸血の生後日数，交換輸
血前後の症状について検討し， ピリノレピン量，交換輸血
の生後日数と後遺症の有無との聞には，一定の関係を見
いだし得ず，輸血前症状については， 4例中 3例は， 
Prooghの第 E期に相当するものであったが， 1例は，
何ら症状を示さず，後遺症を示さなかった例の中には，
落陽現象のような核黄痘初期の症状を呈するものもあ
り，症状を信頼して交換輸血適応を決定することも危険
と思われ，個々の症例について交換輸血適応の決定は誠
に困難なことを痛感した。
質問 榊原秀三(清水厚生病院小児科) 
1) 交換輸血前のピクノレピンの増加の速度について麻
痔のある例で特に早くなっている例はなかったか。 
2) 血液型不適合のない重症黄痘例について特に適応
基準(ピリノレピン値)を不適合のある例と差別していま
すでしょうか。
答 篠本直
表は交換輸血直前のピリノレピン値で，それ以前に 1. 
も測定しているが，急に上昇したと思われる例は，この
中には含まれていない。 
2. ABOとか RH不適合は，参考にしているが，交
換輸血の決定は血清ビリ Jレピン値を主としている。 
症候群の一部検例WilsorMikityト 1.2
森和夫，張炎麟(国立千葉病院小児科)
川上仁 (同 研究検査科) 
l96ωO年， WiIson悶 出∞
呼吸促迫，チアノーゼ発作と，特有のレ線所見を呈し，
剖検により，肺に，気腫状の部分と，肺胞壁の厚い実質
性の部分の混在した像がみられるところの，新ラレリー
症候群を報告した。われわれも同様の症例を経験した。
患、児は 8ヵ月 1550grで出生。チアノーゼ発作，呼吸促
迫がつづき，保育器にて 02を流していた。レ線胸部像
にて初め，網状構造，のちに，放射状のすぢ状の陰影と
明るい気腫状の部分がみとめられた。 2ヵ月半で死亡。
剖検により，肺に上記の所見がみとめられ， Wilson-
Mikity症候群と確定した。 
22. 副腎性器症候群の 4例
瓜生東一，成瀬孟，松本生
牧野忠夫，村田光範，中国益充
鈴木文雄，三枝敏，中島博徳
われわれは副腎性器症候群のうち，塩喪失型である 
21-hydroxylase defectと思われる 3例および副腎癌に
よる本症を l例経験したので報告した。
前者 3例はいずれも幅吐を主訴として来院。外性器の
男性化を示した女児であった。第 l例は剖検で，胃噴門
部の胸部への脱出を認め，副腎は重く，出血を認めた。
組織では副腎は過形成の像を認めた。第 2例は第 I例の
妹で定型的な Chalasiaを合併した例で，従来より塩喪
失型の本症を鑑別すべき疾患である消化器の異常を伴っ
たため，治療の困難にし，電解質も非定型的なものにし
たと判断した。剖検では，副腎の過形成の像を見た。第 
3例にては， NaCl，Hydrocortisone，DOCAの投与に
より劇的な改善を見た。本症の急性症状に着目すれば本
症の病型を治療的診断で知りうることを示唆した。第 4
例は性早熟などを主訴として来院した 2才4ヵ月の男児
で検査より副腎男性化腫蕩と診断し，手術をしたが転移
などひどく，試験切除にとどめた症例で，組織は副腎癌
とわかった。本症において，われわれ小児科医は外陰部
を見ることおよびホ jレモン異常を念頭におくことを怠っ
てはならぬと思った。
質問 福本泰彦(成田日赤〉
たいへん興味深く拝聴致しました。 1，2の例に胃腸症
状の著しい例がありましたが，これはやはり副腎機能と
関連したものでしょうか。
第2に，教室で副腎機能不全による Pseudopyrolo-
spasmのような症例がどのくらい認められているでし
ょうか。
答 村田光範
副腎性器症候群で， Pylorus spasmusに似た症状や，
その他の消化症状を呈する理由は，電解質異常のためと
思います。副腎性器症候群にも種々の typeがあり，こ
のうちが，この消化器症状を強く示めすと思われます。
